
    

様様様様式式式式 CCCC----19191919    

科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書    

平成 22 年 5 月 11 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究概要 

 本研究は、人種の生物学的概念としての有効性が否定された後も、現実の日常生活において

人種の社会的リアリティが強固に存在するのはなぜかという問題提起から、人種の表象と表現

に着目した。共同研究は、①ジェンダー、階級、人種との交錯、②「見えない人種」、③科学言

説、④現代の抵抗といったユニットを構築した上で進め、分野横断的、地域横断的なアプロー

チを試みた。 

   This study focused on representations and expressions of race in order to understand 

why social reality of race still exists in our daily lives even years after the biological reality 

of race was denied. The project consisted of four units: ① the intersection of gender, class 

and race; ② “invisible races”: ③ scientific discourse; ④ contemporary resistance. It took 

the cross-cultural and cross-disciplinary approach 
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１．研究開始当初の背景 

2004 年 4 月から 2005 年 5 月まで（2005 年 4

月から 2006 年 6 月まで代表者は在外研究）、
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を行っていた。 

 

２．研究の目的 

 生物学的概念としての「人種」の有効性が

否定されてから久しいにもかかわらず、21 世

紀に入っても人種がかくも強固に社会的に

存在するのはなぜかという問題提起から、そ

のような人種の社会における実在性、すなわ

ち社会的リアリティを理解する手がかりは、

人種の表象と表現にあると本研究では考え、

表象と表現に関する分野横断的、地域横断的

なアプローチを試みることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 近年の欧米の研究動向を参照し、表象の現

実歪曲性よりも、表象の産出されるプロセス

を注視した。またマイノリティの側がステレ

オタイプ的な表象を解体すべく主体的に人

種の表現を取るという戦略にも注目し、新し

い抵抗運動についてもフィールドワークな

どの調査を行った。こうした人種の表象と表

現をめぐる動態を、支配と消費文化の生産・

再生産の側面にも注意を払いつつ、マスメデ

ィア、絵画、映画、広告、社会的言説、現代

アート、またゲノムなどを含む科学言説を取

り上げることで、学際的、多元的にすること

を目指した。 

 共同研究は、①ジェンダー、階級、人種と

の交錯、②「見えない人種」、③科学言説、

④現代の抵抗といったユニットを構築した

上で進め、終了時には全体的な理論的枠組み

を研究代表者が提示した。 

 

４．研究成果 

 本研究は、当初申請書に記述した以上の成

果を得ることが出来た。京都大学国際シンポ

ジウムへの採択・実施、報告書の刊行、岩波

書店からの学術書刊行、京都大学学術出版会

からの英文学術書の刊行予定など、本研究が

高く評価されたため、当初の計画以上の成果

をあげることができた。このほか、『人文学

報』の特集号企画、YouTube によるシンポジ

ウムの動画発信、HP による研究成果公開、京

都大学学部生向けのリレー講義などもすべ

て計画以上の進展である。詳細は以下の通り。 

 

（１）京都大学国際シンポジウム「変化する

人種イメージ―表象から考える」は、幅広い

多角的・学際的な視点から、第一線の研究成

果を社会に向けて発信することができた。ま

た共同討議によって国内外の研究者の対

話・ネットワークの構築、拡大に大きく貢献

した。新聞などでも大きく取り上げられ、一

般社会への学術的成果への関心を喚起する

こともできた。 

同シンポジウムの報告書を 2009 年３月に刊

行した。竹沢泰子編『変化する人種イメージ

―表象から考える』京都大学。 

 

（２）学術書として 2009 年 5 月に『人種の

表象と社会的リアリティ』（岩波書店）を刊

行した。多数の研究分担者・協力者が執筆し、

人種と表象をめぐる新しい理論的枠組みを

提言した。成果を出版することにより、長期

的な学術的貢献を図った。 

 

（３）英文学術書として Yasuko Takezawa ed.  

『Representations of Race in Asia』（Kyoto 

University Press）を 2011 年３月に刊行予

定である。2010 年度科学研究費の研究成果刊

行の助成金に採択された。 

 

（４）京都大学人文科学研究所刊行の『人文

学報』100 号において「特集 差異の表象」

を企画し、若手研究者を中心に研究成果を発

表する予定である。2010 年夏刊行予定。 

 

（５）その他 

YouTube によるシンポジウムの動画発信、HP

での研究成果発表。 

http://kyodo.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~race

/index.htm 

京都大学学部生向けのリレー講義など 
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（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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竹沢泰子、2009、書評 米山裕・河原典史著

『日系人の経験と国際移動―在外日本人・移
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presentations on the human genome: 
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genome science using a poster and 

animations” Biochemistry and Molecular 

Biology Education (Refereed Journal), 

Vol.36 No.6, 395-401. （査読あり） 

川島浩平、2008、「『ダーウィンズ・アスリー
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号、pp.5-10。（査読あり） 
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